
一
．
は
じ
め
に

国
宝
「
奈
良
県
藤
ノ
木
古
墳
出
土
品
」

は
国
（
文
化
庁
）
が
所
有
し
、
奈
良
県
立

橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属
博
物
館
に
て
保

管
さ
れ
て
い
る
。
一
九
八
五
年
以
降
発
掘

さ
れ
た
藤
ノ
木
古
墳
の
出
土
品
は
、
初
期

の
修
理
か
ら
三
十
年
以
上
が
経
過
し
、
経

年
に
よ
る
劣
化
が
確
認
さ
れ
て
き
た
。
そ

こ
で
恒
久
的
な
保
存
と
展
示
活
用
を
目
的

と
し
た
再
修
理
が
企
図
さ
れ
た
。
二
期

一
三
年
計
画
で
出
土
品
全
体
の
修
理
が
予

定
さ
れ
、
二
〇
二
一
年
度
か
ら
修
理
事
業

を
開
始
し
、
二
〇
二
三
年
度
を
も
っ
て
一

期
の
三
年
目
が
終
了
し
た
。
本
稿
で
は
、

修
理
事
業
の
概
要
と
三
年
間
の
経
過
に
つ

い
て
報
告
す
る
。

二
．
修
理
事
業
の
概
要
と
対
象
品

国
宝
奈
良
県
藤
ノ
木
古
墳
出
土
品
保
存

修
理
事
業
は
国
有
文
化
財
等
（
美
術
工
芸

品
）
保
存
修
理
事
業
の
一
環
で
文
化
庁
に

よ
り
計
画
さ
れ
、
国
宝
藤
ノ
木
古
墳
出
土

品
修
理
検
討
会
の
指
導
を
受
け
、
奈
良
県

が
受
託
者
と
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
。

本
修
理
事
業
の
目
的
は
よ
り
安
全
な
保

存
・
管
理
を
確
保
す
る
た
め
に
、
損
傷
状

態
に
応
じ
た
修
理
を
行
い
、
安
全
に
保�

管
・
収
納
が
可
能
な
安
定
台
・
保
存
箱
を

作
製
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
修
理
事
業
に

向
け
て
開
始
の
数
年
前
か
ら
対
象
品
の
現

況
確
認
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
約
一
年
前

よ
り
本
格
的
な
状
態
調
査
を
開
始
し
た
。

そ
の
内
容
は
材
質
確
認
と
状
態
評
価
、
必

要
と
さ
れ
る
処
置
の
検
討
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
具
体
的
な
修
理
の
工
程
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
関
し
て
計
画
が
立
て
ら
れ

た
。
再
修
理
に
係
る
実
務
は
橿
原
考
古
学

研
究
所
の
企
画
学
芸
部
学
芸
課
お
よ
び
資
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表１　各年次の対象品

初年次（2021年度） 二年次（2022年度） 三年次（2023年度）

本
体
修
理

石
棺
外

金属製品一括のうち、鉄地金
銅張辻金具14箇分、鉄製模造
品79箇、刀身１口。

鉄地金銅張鞍金具２背分のうち、
前輪・後輪、後輪、金属製品一
括のうち、鉄板鋲飾壺鐙１双、
鉄素環鏡板付轡１箇、鉄地金銅
張杏葉13箇、鉄地金銅張鏡板付
轡１箇、鉄地金銅張鏡板付轡残
欠一括、鉄地金銅張雲珠２箇の
うち、鉄地金銅張飾金具一括。

石
棺
内

銅鏡４面のうち獣帯鏡１面、
画文帯神獣鏡１面、神獣鏡１
面。金属製品一括のうち、金
銅円形飾金具139箇、鉄刀子５
口。

金属製品一括のうち、金銅冠１箇、
金銅履２対、金銅筒形品１箇、金
銅筒形品歩揺、金銅半筒形品１対
より脱落した歩揺、ガラス製品一
括のうち、ガラス小玉4122箇。

ガラス製品一括のうち、ガラス
小玉4122箇。

安
定
台
座
・
箱

石
棺
外

金属製品一括のうち 鉄製模造
品79箇、鉄地金銅張辻金具14
箇分のうち６箇、刀身１口。

金属製品一括のうち、鉄地金銅張
辻金具８箇。

石
棺
内

金属製品一括のうち 金銅円形
飾金具139箇、 金銅冠１箇・履
２対・金銅筒形品１箇・金銅
半筒形品より脱落した歩揺。
銅鏡４面のうち獣帯鏡１面、
画文帯神獣鏡１面、神獣鏡１
面。

金属製品一括のうち、鉄刀子５口。
金属製品一括のうち、金銅履２
対、金銅冠１箇、金銅筒形品１
箇。

　

奈
良
県
藤
ノ
木
古
墳
出
土
品
の

再
修
理
事
業
に
お
け
る
三
年
間
の
経
過
報
告

河

﨑

衣

美



料
課
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
て
い
る
。
各

年
次
の
対
象
品
を
表
１
に
示
す
。

三
．
本
体
修
理
の
工
程
と
方
法

修
理
の
工
程
を
表
２
に
示
す
。
事
前
調

査
と
し
て
写
真
撮
影
、
構
造
調
査
（
透
過

Ｘ
線
撮
影
）、
状
態
観
察
と
記
録
作
成
、

本
体
修
理
、
修
理
後
の
写
真
撮
影
、
透
過

Ｘ
線
撮
影
、
記
録
作
成
、
三
次
元
形
状
記

録
作
成
、
安
定
台
・
保
存
箱
作
製
を
行
っ

た
。
本
体
修
理
で
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と

樹
脂
強
化
を
中
心
に
、
必
要
に
応
じ
て
既

存
接
合
箇
所
の
修
正
・
新
規
接
合
、
充
填
・

補
強
を
行
っ
た
。
後
世
の
再
検
討
や
再
修

理
を
見
据
え
、今
回
新
た
に
接
合
や
強
化
、

充
填
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限

り
可
逆
性
を
担
保
し
た
処
置
を
行
う
こ
と

と
し
た
。
使
用
す
る
修
復
材
料
は
可
逆
性

に
加
え
、
既
存
材
料
に
使
用
し
て
も
問
題

が
な
い
こ
と
、
仕
上
が
り
、
作
業
性
、
安

2�

表２　修理の工程

写真１　初年次（2021年度）修理・鉄地金銅張辻金具
　　　　右：修理前、左：修理後
　　　　長さ8.8㎝、幅6.5㎝

写真２　二年次（2022年度）修理・金銅履
　　　　上：修理前、下：修理後
　　　　長さ39.2㎝、高さ14.8㎝

写真３　三年次（2023年度）修理・
　　　　鉄板鋲飾壺鐙
　　　　上：修理前、下：修理後
　　　　幅19.6㎝、高さ30.8㎝

事前調査 写真撮影
構造調査（透過Ｘ線撮影）
状態観察と記録作成

本体修理 クリーニング
　（ドライ、有機溶剤使用）
樹脂強化
既存接合修正・新規接合
充填・補強

事後調査 写真撮影
透過Ｘ線撮影
記録作成
三次元形状記録作成

安定台・保存箱作製



一
．
は
じ
め
に

　

記
録
に
よ
れ
ば
、
橿
原
神
宮
の
造
営
は

明
治
二
二
年
に
社
殿
と
し
て
京
都
御
所
の

内
侍
所
（
賢
所
）
と
神
嘉
殿
の
二
棟
が
下

賜
さ
れ
、
翌
年
の
明
治
二
三
年
（
一
八
九

〇
）
一
月
に
移
築
が
完
了
し
て
い
る
。
ま

た
、
同
年
三
月
に
社
号
橿
原
神
宮
官
幣
大

社
に
列
せ
ら
れ
る
と
あ
る
。
そ
の
後
、
大

正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
か
ら
神
域
拡
幅

の
事
業
が
始
ま
り
、
昭
和
一
五
年
（
一
九

四
○
）
の
皇
紀
二
六
〇
〇
年
に
完
了
し
て

い
る
。

　

現
在
の
本
殿
に
転
用
さ
れ
て
い
る
賢
所

は
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
京
都
御

所
内
に
建
立
さ
れ
た
建
物
で
あ
る
。

　

橿
原
神
宮
の
造
営
や
神
域
拡
幅
事
業
に

当
地
付
近
の
多
く
の
人
々
が
関
わ
っ
た
こ

と
だ
ろ
う
。
そ
の
話
の
中
に
大
官
大
寺
の

礎
石
と
植
山
古
墳
の
石
に
関
係
す
る
話
が

あ
り
、
検
証
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
っ

て
い
た
。
文
華
殿
改
修
工
事
の
折
、
神
宮

の
方
々
の
御
配
慮
に
よ
り
、
本
殿
の
石
材

を
観
察
す
る
機
会
を
得
た
。
ま
た
、
神
域

拡
幅
工
事
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
石
材

に
つ
い
て
も
一
部
で
あ
る
が
観
察
で
き

た
。

大
官
大
寺
の
礎
石
の
こ
と　
こ
の
話
は
橿

原
考
古
学
研
究
所
の
元
所
長
で
あ
っ
た
故

菅
谷
文
則
氏
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
何
か

の
話
を
し
て
い
た
時
、「『
大
官
大
寺
の
塔

の
心
礎
を
橿
原
神
宮
の
本
殿
の
礎
石
と
し

て
運
ん
だ
』
と
言
う
人
が
い
る
。
そ
の
人

に
会
い
に
行
く
か
」
と
、
言
わ
れ
た
。
石

材
の
形
と
石
種
と
岩
相
が
判
れ
ば
ど
こ
か

ら
運
ば
れ
た
石
か
推
測
が
で
き
る
た
め
、

会
い
に
行
く
必
要
も
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ

た
。
本
殿
の
造
営
は
今
か
ら
一
〇
〇
年
程

前
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
作
業
に
従
事
さ

れ
た
人
で
あ
れ
ば
一
〇
〇
歳
を
遥
か
に
超

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
昭
和
の

時
の
作
業
で
あ
れ
ば
私
の
母
親
も
勤
労
奉

仕
で
作
業
に
行
っ
て
い
る
か
ら
生
き
て
お

ら
れ
る
と
思
っ
た
。

　

大
官
大
寺
の
金
堂
と
塔
と
回
廊
跡
の
調

査
は
こ
の
話
を
聞
く
以
前
に
あ
り
、
回
廊

跡
に
の
み
礎
石
が
み
ら
れ
た
。
金
堂
や
塔

跡
に
は
礎
石
の
抜
き
取
り
穴
が
あ
る
の
み

で
あ
っ
た
。
回
廊
跡
の
礎
石
は
石
英
閃
緑

岩
製
や
斑
糲
岩
製
で
、
明
日
香
村
の
冬
野

川
流
域
の
細
川
付
近
や
飛
鳥
川
流
域
の
稲

渕
付
近
に
み
ら
れ
る
石
で
あ
っ
た
。

植
山
古
墳
の
石
の
こ
と　
橿
原
市
五
条
野

町
で
植
山
古
墳
の
発
掘
調
査
が
さ
れ
て
い

た
頃
、
こ
の
調
査
の
取
材
に
来
ら
れ
て
い

た
某
新
聞
記
者
に
「
植
山
古
墳
の
石
材
が

こ
の
隣
に
あ
る
神
社
境
内
に
あ
る
か
ら
見

に
行
こ
う
」
と
、
誘
わ
れ
た
。
こ
の
社
の

本
殿
脇
に
結
晶
片
岩
（
阿
田
付
近
の
石
）

製
の
方
形
の
板
石
が
数
石
あ
っ
た
。ま
た
、

別
の
新
聞
記
者
に
「
橿
原
神
宮
の
手
水
鉢

に
す
る
た
め
に
植
山
古
墳
の
石
を
運
ん
だ

と
言
わ
れ
る
人
が
い
る
。
そ
の
石
を
見
に

行
こ
う
」
と
、
誘
わ
れ
た
。
橿
原
神
宮
で

宮
司
様
に
尋
ね
る
と
「
南
神
門
の
前
に
あ

る
石
が
手
水
鉢
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
橿
原
神
宮
は
明
治
と
昭
和
の
二
時
期

に
造
営
が
あ
り
、
こ
の
手
水
鉢
が
い
つ
の

時
期
に
あ
た
る
の
か
分
か
ら
な
い
で
す
」

と
話
さ
れ
た
。
南
神
門
前
の
石
は
扁
平
な

勾
玉
状
の
自
然
石
で
、
大
き
さ
か
ら
植
山

古
墳
の
石
材
で
あ
れ
ば
天
井
石
と
な
る
。

ま
た
、
こ
の
石
種
は
石
英
閃
緑
岩
で
、
岩

相
的
に
飛
鳥
の
細
川
か
ら
岡
寺
に
か
け
て

の
付
近
の
石
と
推
定
さ
れ
る
。
明
治
の
頃

に
は
、
五
条
野
や
妙
法
寺
（
現
在
の
南
妙

法
寺
町
）、桜
井
市
の
桜
井
、同
市
の
出
雲
、

大
淀
町
の
出
口
な
ど
に
石
屋
が
あ
っ
た
。

「
五
条
野
の
石
屋
が
植
山
古
墳
の
天
井
石

を
手
水
鉢
に
加
工
し
、
村
人
の
協
力
に
よ

り
橿
原
神
宮
ま
で
運
ん
だ
」
と
す
れ
ば
、

伝
承
と
一
致
す
る
と
思
っ
て
い
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
状
況
が
長
ら
く
続
い
て

い
た
が
、
今
回
、
本
殿
の
礎
石
と
本
殿
の

基
壇
材
を
観
察
で
き
、
中
途
半
端
と
な
っ

て
い
た
考
え
に
ま
と
ま
り
が
つ
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
今
回
の
見
学
中

に
外
拝
殿
と
南
神
門
の
基
壇
の
石
材
、
鳥

居
の
石
材
等
に
ど
の
よ
う
な
石
が
使
用
さ

れ
て
い
る
の
か
と
思
い
、
そ
れ
ら
の
一
部

の
石
材
も
観
察
し
た
。

二
．
本
殿
の
石
材

　

本
殿
付
近
で
は
、
本
殿
に
使
用
さ
れ
て

い
る
礎
石
の
一
部
、
本
殿
周
囲
の
基
壇
の

石
材
の
一
部
を
観
察
し
た
。

本
殿
の
礎
石　
本
殿
の
床
下
は
建
物
を
支

全
性
等
を
考
慮
し
た
。
な
お
、
修
理
作
業

に
入
る
前
に
は
各
処
置
に
用
い
る
材
料
や

方
法
に
関
す
る
試
験
、
錆
や
既
存
の
修
理

材
料
の
分
析
等
を
実
施
し
た
。
錆
の
分
析

で
は
、
錆
の
種
類
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

で
脱
塩
の
必
要
性
や
処
置
方
法
を
検
討
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

四
．
お
わ
り
に

初
年
次
の
修
理
対
象
品
の
一
部
は
附
属

博
物
館
に
て
展
示
さ
れ
て
お
り
、
順
次
展

示
活
用
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。 

今
後
十

年
間
続
く
本
修
理
事
業
を
安
全
か
つ
確
実

に
実
行
す
る
こ
と
で
、
藤
ノ
木
古
墳
出
土

品
を
将
来
へ
つ
な
ぐ
礎
と
し
た
い
。

3�
　

橿
原
神
宮
の
石
材
と
そ
の
産
地奥

田
　

尚



え
る
柱
礎
石
と
床
を
支
え
る
束
礎
石
が
整

然
と
並
び
、
暗
闇
で
あ
る
。
懐
中
電
灯
の

光
を
頼
り
に
中
央
に
あ
る
八
角
形
の
柱
が

立
つ
礎
石
ま
で
束
礎
石
を
観
察
し
な
が
ら

足
を
進
め
た
。
礎
石
の
上
表
面
は
付
着
物

に
覆
わ
れ
て
お
り
、
石
種
の
同
定
が
不
能

で
あ
る
も
の
が
多
く
あ
っ
た
。
石
材
の
観

察
が
で
き
る
部
分
を
捜
し
、
そ
の
部
分
で

の
観
察
結
果
を
礎
石
の
石
種
と
し
た
。
礎

石
の
形
状
と
石
種
と
そ
の
産
地
に
つ
い
て

述
べ
る
。

　

礎
石
は
川
原
石
の
よ
う
な
表
面
が
滑
ら

か
で
円
み
を
も
つ
も
の
は
見
ら
れ
ず
、
鋭

い
角
を
も
つ
方
形
で
、
大
小
の
も
の
が
あ

り
、
全
て
加
工
石
で
あ
る
。
中
央
部
の
柱

礎
石
は
径
が
三
尺
程
で
、
多
く
み
ら
れ
る

束
礎
石
は
径
が
二
尺
程
で
あ
っ
た
。

　

礎
石
は
方
形
で
、上
面
が
平
坦
で
あ
る
。

上
面
に
丸
鑿
に
よ
る
加
工
痕
が
筋
状
に
残

り
、
側
面
は
割
っ
た
面
そ
の
ま
ま
で
、
矢

穴
跡
が
上
部
に
残
る
。
矢
穴
跡
の
底
に
は

細
粒
の
物
質
が
溜
ま
り
、
矢
穴
の
底
部
の

様
子
を
観
察
で
き
る
も
の
は
ご
く
わ
ず
か

で
あ
る
。

　

加
工
の
順
序
を
推
定
す
れ
ば
、
礎
石
の

厚
み
を
考
慮
し
て
割
っ
た
石
の
割
面
を
丸

鑿
で
平
坦
に
加
工
し
、
そ
の
面
に
目
的
と

し
た
大
き
さ
の
方
形
の
石
材
が
取
れ
る
よ

う
に
矢
穴
を
開
け
、
割
っ
た
石
を
そ
の
ま

ま
礎
石
と
し
て
使
用
し
た
。
柱
の
底
が
平

坦
で
あ
る
た
め
に
こ
れ
に
合
う
よ
う
に
礎

石
の
上
面
が
平
坦
に
加
工
さ
れ
た
の
だ
ろ

う
。
見
え
な
い
部
分
に
使
用
す
る
石
材
で

あ
る
た
め
に
表
面
を
滑
ら
か
に
加
工
す
る

必
要
が
な
い
。
ま
た
、
同
じ
よ
う
な
大
き

さ
の
石
造
品
を
多
量
に
製
作
す
る
当
時
の

加
工
方
法
の
一
つ
だ
ろ
う
。

　

石
材
に
残
る
矢
穴
跡
は
上
面
を
平
坦
に

加
工
し
た
後
に
開
け
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
一
般
的
な
石
材
加
工
で
は
、
目
的
と

す
る
大
き
さ
の
石
を
得
る
た
め
に
、大
割
、

中
割
、
小
割
と
矢
を
入
れ
て
割
る
。
目
的

と
し
た
寸
法
に
合
う
よ
う
に
割
っ
た
面
を

加
工
し
、
必
要
と
な
る
面
を
平
坦
に
加
工

す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
礎
石
は
、
柱

を
乗
せ
る
上
面
を
平
に
粗
加
工
し
、
礎
石

の
寸
法
に
応
じ
た
大
き
さ
に
な
る
よ
う
に

矢
穴
を
開
け
、
割
っ
た
の
み
で
あ
る
。

　

矢
穴
跡
は
江
戸
時
代
後
期
頃
の
形
状
を

呈
し
、
こ
の
礎
石
は
江
戸
時
代
後
期
頃
に

製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
礎
石
に
は
製

作
後
に
生
じ
た
破
損
や
風
化
面
が
み
ら
れ

な
い
こ
と
か
ら
、
表
面
の
形
状
は
礎
石
を

製
作
し
た
時
の
状
況
を
残
す
場
所
に
使
用

さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

礎
石
の
石
材
は
観
察
し
た
限
り
に
お
い

て
全
て
黒
雲
母
花
崗
岩
で
、
京
都
市
東
部

の
比
叡
山
付
近
に
分
布
す
る
比
叡
花
崗
岩

の
岩
相
の
一
部
に
似
て
い
る
。
採
石
地
と

し
て
大
文
字
山
か
ら
琵
琶
町
に
か
け
て
の

付
近
に
分
布
す
る
黒
雲
母
花
崗
岩
（
白
川

付
近
の
石
）
と
推
定
さ
れ
る
。

基
壇
の
石
材　

本
殿
南
側
入
口
西
側
の

隅
付
近
の
基
壇
材
を
観
察
し
た
。
基
壇
は

羽
目
石
の
上
に
細
長
い
天
端
石
が
乗
せ
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
石
材
に
は
鑿
跡
が

み
ら
れ
ず
、
平
坦
に
加
工
さ
れ
た
石
で
あ

る
。
羽
目
石
は
接
合
面
が
垂
直
や
斜
め
と

様
々
で
、
一
石
ず
つ
合
わ
せ
て
並
べ
ら
れ

て
い
る
。
地
覆
石
は
み
ら
れ
な
い
。
天
端

石
は
観
察
さ
れ
る
限
り
黒
雲
母
花
崗
岩

（
白
川
付
近
の
石
）
で
、
本
殿
の
礎
石
と

同
質
の
石
材
で
あ
る
。
下
部
の
羽
目
石
は

石
英
閃
緑
岩
（
明
日
香
村
細
川
付
近
の

石
）、斑
糲
岩（
明
日
香
村
栢
森
付
近
の
石
）

で
あ
る
。

本
殿
付
近
の
石
材
に
つ
い
て　
本
殿
の
礎

石
と
基
壇
の
天
端
石
に
黒
雲
母
花
崗
岩

（
白
川
付
近
の
石
）
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

両
者
の
加
工
の
様
子
を
み
れ
ば
、
礎
石
は

上
面
が
粗
加
工
で
、
周
囲
に
矢
穴
跡
が
残

り
、
側
面
が
割
面
で
あ
る
。
し
か
し
、
本

殿
周
囲
の
基
壇
の
天
端
石
は
表
面
が
滑
ら

か
に
加
工
さ
れ
て
い
る
。
場
所
に
応
じ
て

加
工
の
状
況
が
異
な
っ
て
い
る
。
基
壇
の

羽
目
石
は
飛
鳥
地
方
に
産
す
る
石
英
閃
緑

岩
や
斑
糲
岩
が
使
用
さ
れ
、
天
端
石
と
同

様
に
丁
寧
な
加
工
が
施
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
移
築
さ
れ
る
建
物
の

基
壇
部
は
延
石
の
み
で
あ
っ
た
が
、
移
築

後
の
建
物
に
は
高
い
基
壇
を
伴
う
も
の
と

す
る
た
め
に
羽
目
石
が
必
要
に
な
り
、
近

く
に
あ
る
石
が
使
用
さ
れ
た
。
一
度
に
多

量
の
石
を
必
要
と
す
る
た
め
、
大
き
な
石

が
あ
る
寺
院
跡
の
塔
や
金
堂
の
礎
石
が
採

石
さ
れ
加
工
さ
れ
た
。明
治
二
〇
年
頃
は
、

露
岩
を
掘
削
し
て
割
る
た
め
の
ダ
イ
ナ
マ

イ
ト
の
よ
う
な
火
薬
が
な
い
時
期
で
あ

る
。
山
地
ま
で
行
き
、
各
地
に
転
在
す
る

石
を
集
め
る
よ
り
も
寺
院
の
石
材
の
よ
う

に
集
め
ら
れ
た
も
の
を
再
利
用
す
る
方
が

効
率
的
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。「
大
官
大
寺

の
礎
石
を
運
ん
だ
」
と
の
話
は
、
京
都
か

ら
運
ん
だ
石
材
は
礎
石
と
基
壇
の
天
端
石

と
な
る
も
の
の
み
で
、
羽
目
石
と
な
る
部

分
に
使
用
す
る
石
は
大
官
大
寺
の
礎
石
を

再
加
工
し
て
補
充
し
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
伝
承
さ
れ
て

い
る
話
の
時
期
は
明
治
と
考
え
ら
れ
る
。

三
．
外
拝
殿
基
壇
の
石
材

　

観
察
し
た
石
材
は
絵
馬
が
飾
ら
れ
て
い

る
外
拝
殿
基
壇
の
北
角
部
の
石
で
あ
る
。

こ
の
年
は
卯
歳
で
ウ
サ
ギ
の
絵
馬
が
北
端

部
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
絵
馬
が
飾
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
昭
和
三
〇
年
頃
、

私
が
小
学
生
の
頃
で
あ
る
。
ま
た
、
飾
る

位
置
が
最
初
は
基
壇
の
南
側
の
隅
で
あ
っ

た
が
、
近
年
は
北
側
に
変
わ
っ
て
い
る
。

大
き
さ
も
初
め
は
小
さ
か
っ
た
が
、
今
は
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大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

外
拝
殿
の
正
面
は
高
い
基
壇
で
、
幅
の

広
い
石
段
が
取
り
付
い
て
い
る
。
こ
の
基

壇
は
壇
上
積
基
壇
で
、
全
て
長
方
形
に
加

工
さ
れ
た
平
坦
な
石
が
使
用
さ
れ
て
い

る
。
石
材
の
石
種
は
ほ
ぼ
同
質
の
片
麻
状

斑
状
黒
雲
母
花
崗
岩
（
木
津
川
市
加
茂
付

近
の
石
）
で
あ
る
。

四
．
南
神
門
基
壇
等
の
石
材

　

南
神
門
は
南
側
（
深
田
池
側
）
か
ら
の

入
口
と
な
る
門
で
、
壇
上
積
基
壇
に
幅
が

広
い
石
段
が
取
り
付
い
て
い
る
。
基
壇
上

面
の
敷
石
は
長
方
形
に
加
工
さ
れ
た
平
坦

な
石
で
あ
る
。
階
段
と
基
壇
は
ほ
ぼ
同
質

の
石
材
が
使
用
さ
れ
、
そ
の
石
種
が
片
麻

状
斑
状
黒
雲
母
花
崗
岩（
加
茂
付
近
の
石
）

で
あ
る
。

　

門
の
左
右
に
あ
る
築
地
塀
は
木
製
で
、

基
礎
に
礎
石
と
地
覆
石
が
並
ぶ
。
西
側
の

門
脇
に
あ
る
礎
石
と
地
覆
石
を
観
察
し

た
。
石
材
は
方
形
に
加
工
さ
れ
、
そ
の
石

種
が
片
麻
状
斑
状
黒
雲
母
花
崗
岩
（
加
茂

付
近
の
石
）
で
あ
る
。

五
．
旧
手
水
鉢
の
石
材

　

南
神
門
前
西
側
に
長
さ
二
八
〇
㎝
、
幅

が
一
七
七
㎝
の
勾
玉
状
で
扁
平
な
自
然
石

が
お
か
れ
て
い
る
。
こ
の
石
の
東
側
中
央

付
近
の
上
部
に
径
が
五
㎝
程
の
孔
が
あ

る
。
こ
れ
を
排
水
孔
と
す
れ
ば
手
水
鉢
を

逆
さ
に
し
て
置
か
れ
て
い
る
よ
う
に
な

る
。
表
面
に
は
層
状
剥
離
が
部
分
的
に
み

ら
れ
、
山
地
に
転
在
す
る
石
の
様
相
を
呈

す
る
。
下
部
は
埋
も
れ
て
お
り
、
形
状
が

不
明
で
あ
る
。
こ
の
石
は
旧
手
水
鉢
に
使

用
さ
れ
て
い
た
石
と
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

橿
原
市
五
条
野
町
の
古
老
が
話
さ
れ
た

「
植
山
古
墳
か
ら
運
ん
だ
石
」
と
さ
れ
て

い
る
石
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
石
種
は
石
英
閃
緑
岩
（
岡
寺
付

近
の
石
）
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
扁
平
な
石
で
、
同
質
材
の

石
造
物
に
明
日
香
村
の
酒
船
石
、
飛
鳥
京

跡
苑
池
南
池
か
ら
出
土
し
た
流
水
施
設
の

石
（
橿
原
考
古
学
研
究
所
附
属
博
物
館
に

展
示
）
が
あ
る
。
酒
船
石
は
斉
明
二
年

（
六
五
六
）
の
「
狂
た
ぶ
れ

心こ
こ
ろの
渠み
ぞ
」
に
関
係
す

る
石
造
物
、
植
山
古
墳
の
西
側
石
室
は
推

古
天
皇
（
六
二
八
年
没
）
の
初
葬
墓
と
推

定
さ
れ
て
い
る
。
調
査
時
、
石
室
の
天
井

石
は
全
て
な
く
な
っ
て
お
り
、
石
材
の
岩

相
と
形
状
か
ら
植
山
古
墳
西
側
の
石
室
材

を
手
水
鉢
と
し
て
橿
原
神
宮
に
運
ば
れ
た

伝
承
を
否
定
す
る
要
素
は
み
ら
れ
な
い
。

　

明
治
四
二
年
製
の
「
橿
原
神
宮
の
図
」

が
あ
る
。
こ
の
鳥
瞰
図
に
一
の
鳥
居
を
潜

り
、鏡
池
の
橋
を
渡
り
、左
手
に
あ
る
「
手

洗
所
」
と
続
く
参
道
脇
の
建
物
内
に
手
水

鉢
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
手
水
鉢
が
現

在
南
神
門
前
西
側
に
逆
さ
に
置
か
れ
て
い

る
手
水
鉢
と
推
定
さ
れ
る
。

六
．
鳥
居
の
石
材

　

南
側
の
参
道
に
あ
る
一
の
鳥
居
と
二
の

鳥
居
は
木
製
で
、
基
礎
に
石
材
が
使
用
さ

れ
て
い
る
。
基
礎
石
は
四
石
を
組
み
合
わ

せ
て
饅
頭
形
に
加
工
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

石
種
は
片
麻
状
斑
状
黒
雲
母
花
崗
岩
（
加

茂
付
近
の
石
）
で
あ
る
。
基
礎
石
の
噛
み

合
わ
せ
部
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
充
填
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
含
ま
れ

て
い
る
礫
は
茶
褐
色
の
ガ
ラ
ス
質
岩
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
石
は
平
成
に
な
っ
て
か

ら
各
地
の
園
芸
店
や
資
材
店
で
販
売
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
石
で
あ
る
。
近
年
、
改

修
さ
れ
た
時
に
使
用
さ
れ
た
資
材
と
推
定

さ
れ
る
。

七
．
お
わ
り
に

　

各
建
物
等
に
伴
う
石
材
の
使
用
箇
所
と

石
種
の
関
係
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
次
の
よ

う
で
あ
る
。

本
殿
の
石
材

礎
石
：
黒
雲
母
花
崗
岩
（
白
川
付
近
の

石
）　　

基
壇
：
天
端
石
が
黒
雲
母
花
崗
岩
（
白

川
付
近
の
石
）　

羽
目
石
が
斑

糲
岩
（
飛
鳥
付
近
の
石
）・
石

英
閃
緑
岩
（
飛
鳥
付
近
の
石
）

外
拝
殿
の
石
材

敷
石
：
片
麻
状
斑
状
黒
雲
母
花
崗
岩

　
　
　
（
加
茂
付
近
の
石
）

基
壇
：
葛
石
・
羽
目
石
・
地
覆
石
が
片

麻
状
斑
状
黒
雲
母
花
崗
岩
（
加

茂
付
近
の
石
）

階
段
：
耳
石
・
踏
石
が
片
麻
状
斑
状
黒

雲
母
花
崗
岩（
加
茂
付
近
の
石
）

南
神
門
の
石
材

敷
石
：
片
麻
状
斑
状
黒
雲
母
花
崗
岩

　
　
　
（
加
茂
付
近
の
石
）

基
壇
：
葛
石
・
羽
目
石
・
地
覆
石
が
片

麻
状
斑
状
黒
雲
母
花
崗
岩
（
加

茂
付
近
の
石
）

階
段
：
耳
石
・
踏
石
が
片
麻
状
斑
状
黒

雲
母
花
崗
岩（
加
茂
付
近
の
石
）

旧
手
水
鉢
の
石
材

石
英
閃
緑
岩
（
岡
寺
付
近
の
石
）

一
の
鳥
居
の
石
材

　

基
礎
石
が
片
麻
状
斑
状
黒
雲
母
花
崗
岩

（
加
茂
付
近
の
石
）

二
の
鳥
居
の
石
材

　

基
礎
石
が
片
麻
状
斑
状
黒
雲
母
花
崗
岩

（
加
茂
付
近
の
石
）

使
用
時
期
と
石
種
の
関
係　
京
都
御
所
か

ら
移
築
さ
れ
た
明
治
時
代
の
本
殿
に
は
礎

石
と
本
殿
周
囲
の
基
壇
の
天
端
石
に
白
川

付
近
の
石
、
同
基
壇
の
天
端
石
を
支
え
る

羽
目
石
に
飛
鳥
付
近
の
石
が
使
用
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
旧
手
水
鉢
も
飛
鳥
付
近
の
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一
．
は
じ
め
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

橿
原
考
古
学
研
究
所
で
は
、
壁
画
発
見

五
〇
周
年
を
契
機
に
、
二
カ
年
計
画
で
実

施
し
て
き
た
「
令
和
四
・
五
年
度
共
同
研

究　

高
松
塚
古
墳
を
め
ぐ
る
東
西
交
流
」

の
一
環
と
し
て
、
高
松
塚
古
墳
の
木
棺
と

棺
台
を
再
現
す
る
復
元
実
験
（
共
同
研
究

１
）
を
行
う
と
と
も
に
、
高
松
塚
古
墳
壁

画
の
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
、
美
術
史
・
東

洋
史
な
ど
の
分
野
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
研
究
者
の
方
々
と
と
も
に
、
東
西

交
流
の
視
点
か
ら
研
究
を
進
め
て
き
た

（
共
同
研
究
２
）。
本
稿
は
、
そ
の
成
果
に

つ
い
て
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

石
で
あ
る
。

　

神
域
拡
幅
と
整
備
が
さ
れ
た
大
正
末
か

ら
昭
和
に
か
け
て
の
外
拝
殿
と
南
神
門
お

よ
び
鳥
居
の
石
材
が
加
茂
付
近
の
石
で
、

多
量
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
当

時
、
関
西
で
の
ブ
ラ
ン
ド
品
で
あ
っ
た
御

影
付
近
の
石
は
一
石
も
み
ら
れ
な
い
。

　

よ
っ
て
、
本
殿
の
石
材
を
観
察
で
き
た

こ
と
に
よ
り
、
本
殿
の
礎
石
に
大
官
大
寺

の
礎
石
が
使
用
さ
れ
て
い
る
伝
承
は
理
解

で
き
な
い
。
本
殿
基
壇
の
羽
目
石
に
飛
鳥

付
近
の
石
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
部

分
に
使
用
す
る
石
材
と
し
て
大
官
大
寺
の

礎
石
が
運
ば
れ
、
加
工
さ
れ
た
の
で
あ
れ

ば
納
得
で
き
る
。
基
壇
の
石
も
「
本
殿
の

石
」
で
あ
る
。

　

植
山
古
墳
の
石
を
手
水
鉢
に
運
ん
だ
こ

と
は
、
南
神
門
前
に
あ
る
旧
手
水
鉢
の
石

種
と
形
状
か
ら
納
得
で
き
る
。
ま
た
、
明

治
二
〇
年
頃
に
は
五
条
野
に
石
屋
が
あ

り
、
五
条
野
丸
山
古
墳
の
閉
塞
の
仕
事
に

関
係
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
五
条
野
の
石

屋
に
手
水
鉢
を
依
頼
さ
れ
た
の
で
、
石
屋

は
植
山
古
墳
の
天
井
石
で
手
水
鉢
を
製
作

し
、
村
人
と
橿
原
神
宮
ま
で
運
ん
だ
。
こ

の
時
の
様
子
が
伝
承
と
し
て
伝
わ
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
。

謝
辞

　

こ
の
石
材
観
察
に
お
い
て
、
橿
原
神
宮

の
禰
宜
様
を
始
め
と
す
る
多
く
の
方
々
、

奈
良
県
文
化
財
保
存
事
務
所
の
方
々
に
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
記
し
て
御
礼
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

二
．
共
同
研
究
１
の
成
果

高
松
塚
古
墳
の
出
土
品
は
、
鏡
・
大
刀

金
具
・
玉
類
な
ど
を
除
く
と
、
残
り
は
全

て
木
棺
関
係
遺
物
で
あ
る
。
木
棺
関
係
遺

物
に
は
、
木
棺
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た

金
銅
製
透
彫
飾
金
具
一
点
、
金
銅
製
六
花

形
座
金
具
二
点
、金
銅
製
円
形
金
具
六
点
、

銅
製
座
金
具
六
点
の
ほ
か
、
銅
釘
や
多
数

の
木
棺
残
片
が
あ
る
。

木
棺
は
、
銅
釘
を
使
っ
て
組
み
立
て
た

ス
ギ
材
に
、
漆
で
固
め
な
が
ら
布
を
貼
り

付
け
、
黒
漆
塗
り
で
仕
上
げ
た
漆
塗
木
棺

で
あ
る
。
表
面
は
金
銅
製
の
金
具
で
飾
ら

れ
、内
面
は
一
面
に
朱
が
塗
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
が
金
箔
を
押
し
た
棺
台
の
上
に
安
置

さ
れ
て
い
た
。
木
棺
の
復
元
的
研
究
は
、

科
学
的
分
析
手
法
の
高
度
化
や
石
槨
に
残

さ
れ
た
痕
跡
の
検
討
を
は
じ
め
と
す
る
多

角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
近
年
は
想

定
を
交
え
な
が
ら
も
設
計
図
を
作
成
で
き

る
水
準
に
ま
で
進
ん
で
い
る
。

メ
ン
バ
ー
は
、
美
術
分
野
か
ら
宮
廻
正

明
・
東
京
藝
術
大
学
名
誉
教
授
、
深
井
隆
・

東
京
藝
術
大
学
名
誉
教
授
、
三
橋
一
弘
・

前
東
京
藝
術
大
学
特
任
教
授
、
小
俣
英

彦
・
名
古
屋
市
立
大
学
准
教
授
、
加
藤
大

介
・
東
京
藝
術
大
学
専
門
研
究
員
に
、
考

古
学
分
野
か
ら
廣
瀬
覚
・
奈
良
文
化
財
研

究
所
都
城
発
掘
調
査
部
考
古
第
一
研
究
室

長
に
、
文
化
財
科
学
分
野
か
ら
建
石
徹
・

東
京
文
化
財
研
究
所
保
存
科
学
研
究
セ
ン

タ
ー
長
、
田
村
朋
美
・
奈
良
文
化
財
研
究

所
主
任
研
究
員
に
お
願
い
し
た
（
肩
書
は

い
ず
れ
も
令
和
五
年
度
末
当
時
）。
研
究

所
か
ら
は
岡
林
孝
作
・
学
芸
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
参
加
し
た
。

活
動
と
し
て
は
、
橿
原
考
古
学
研
究
所

が
作
成
し
た
設
計
書
に
基
づ
き
、
参
加
し

た
研
究
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
的
知
見
か

ら
再
現
に
向
け
た
意
見
を
出
し
合
い
、
議

論
を
重
ね
た
。
令
和
４
年
９
月
に
仕
様
を

ほ
ぼ
確
定
さ
せ
、再
現
を
担
当
し
た
（
株
）

Ｉ
Ｋ
Ｉ
は
そ
れ
を
踏
ま
え
て
以
下
の
工
程

で
制
作
を
お
こ
な
っ
た
。

工
程
①
　
木
工　

木
棺
は
厚
さ
一
・
四
～

二
・
二
㎝
前
後
の
ス
ギ
板
を
組
み
合
わ
せ
、

銅
釘
で
釘
付
け
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
来

は
ム
ク
材
（
天
然
の
ま
ま
の
一
枚
板
）
を

使
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
実
験
で
は

歪
み
を
防
止
す
る
た
め
、
厚
さ
一
・
六
㎝

の
集
成
材
を
使
用
し
た
。
棺
身
の
側
板
と

小
口
板
の
角
部
分
の
接
合
に
は
、
板
の
端

部
に
交
互
に
作
り
出
し
た
凹
凸
を
組
み
合

わ
せ
て
頑
丈
に
接
合
す
る「
組
み
手
継
ぎ
」

の
技
法
が
使
わ
れ
て
い
る
。
実
験
で
は
、

棺
身
を
「
六
枚
組
み
」（
相
互
の
凸
部
（
＝

組
み
手
）
の
数
が
合
わ
せ
て
六
枚
）
と
し
、

棺
蓋
も
「
相
欠
き
」（
相
互
の
凸
部
（
＝

組
み
手
）
の
数
が
合
わ
せ
て
二
枚
）
と
し

て
制
作
し
た
。
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工
程
②
　
漆
工
（
下
地
）　

木
棺
表
面
の

黒
漆
塗
り
は
、
下
地
を
含
め
、
複
雑
な
工

程
を
経
て
い
る
。
下
地
は
、
木
材
の
上
に

目
の
粗
い
布
を
漆
で
貼
り
付
け
、
漆
に
細

か
い
土
を
混
ぜ
て
ペ
ー
ス
ト
状
に
し
た
も

の
（
錆
漆
）
を
塗
る
工
程
（
布
着
せ
）
を

二
回
繰
り
返
し
て
い
る
。

工
程
③
　
漆
工
（
仕
上
げ
）　

下
地
の
上

に
、
精
製
し
た
黒
漆
を
五
回
重
ね
塗
り
し

て
仕
上
げ
る
。
漆
を
塗
る
ご
と
に
細
か
い

「
や
す
り
」
で
研
ぎ
、
表
面
を
平
滑
に
す

る
と
と
も
に
、
最
終
的
な
「
つ
や
」
を
調

整
す
る
。
出
土
し
た
木
棺
断
片
の
表
面
は

つ
や
を
失
い
、
本
来
の
表
面
の
つ
や
が
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
議
論
が
分

か
れ
た
。
試
験
塗
り
を
も
と
に
検
討
を
重

ね
、
最
終
的
に
は
や
や
押
さ
え
気
味
の
つ

や
に
仕
上
げ
た
。
外
面
は
黒
漆
塗
り
仕
上

げ
で
あ
る
が
、
内
面
は
白
色
原
料
で
あ
る

鉛
白
を
下
塗
り
し
た
上
に
、朱
（
水
銀
朱
）

を
塗
っ
て
仕
上
げ
た
。
内
面
の
朱
塗
り
は

多
く
の
事
例
が
あ
り
、
古
墳
時
代
以
来
の

伝
統
と
い
え
る
。

工
程
④
　
金
工　
漆
塗
木
棺
に
は
各
種
の

飾
金
具
が
取
り
付
け
ら
れ
、
ま
た
木
棺
本

体
の
組
み
立
て
に
は
銅
釘
が
使
用
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
金
具
類
は
、
奈
文
研
が

作
成
し
た
実
物
の
三
次
元
計
測
デ
ー
タ
を

も
と
に
、
歪
み
な
ど
を
補
正
し
て
３
Ｄ
プ

リ
ン
タ
で
立
体
的
に
出
力
し
、
そ
こ
か
ら

型
取
り
し
て
鋳
造
し
た
。
飾
金
具
類
は
金

銅
製
（
青
銅
の
地
金
に
鍍
金
）
で
あ
る
。

当
時
の
塗
金
は
、
金
を
水
銀
に
溶
か
し
込

ん
だ
も
の
（
金
ア
マ
ル
ガ
ム
）
を
地
金
に

塗
り
、
加
熱
し
て
水
銀
を
と
ば
す
金
ア
マ

ル
ガ
ム
法
が
用
い
ら
れ
た
。
今
回
も
そ
の

技
術
を
用
い
、
落
ち
着
い
た
上
品
な
仕
上

が
り
と
な
っ
た
。

工
程
⑤
　
金
具
取
り
付
け　
漆
工
完
了
後

に
木
棺
に
孔
を
開
け
、
金
銅
製
透
彫
飾
金

具
・
金
銅
製
六
花
形
座
金
具
中
央
の
孔
に

通
し
た
軸
棒
を
外
側
か
ら
差
し
込
み
、
内

側
で
先
端
を
銅
製
座
金
具
に
通
し
て
叩
き

広
げ
る
（
か
し
め
留
め
）。
さ
ら
に
そ
の

部
分
を
隠
す
た
め
に
金
銅
製
円
形
金
具
を

三
本
の
小
釘
で
打
ち
付
け
る
。
実
験
で
は

軸
棒
を
鋳
造
す
る
際
、
溶
か
し
た
銅
が
鋳

型
に
行
き
渡
る
よ
う
錫
を
混
ぜ
た
（
青

銅
）。
し
か
し
、
青
銅
は
純
銅
に
比
べ
て

硬
い
た
め
、
か
し
め
留
め
に
は
限
界
が
あ

り
、
課
題
が
残
っ
た
。
ま
た
、
棺
蓋
内
面

に
取
り
付
け
た
円
形
金
具
が
棺
身
に
接
触

し
、
蓋
が
閉
じ
な
い
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン

ト
も
あ
っ
た
。
な
お
、
宮
廻
教
授
の
ア
イ

デ
ア
で
、
取
り
付
け
た
二
つ
の
金
銅
製
透

彫
飾
金
具
の
う
ち
の
一
つ
は
、そ
の
下
に
、

玉
虫
の
羽
を
敷
い
て
い
る
。
こ
れ
は
法
隆

寺
の
玉
虫
厨
子
の
よ
う
に
、
木
棺
に
死
生

観
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
の
解
釈
を
反
映

さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

棺
台
の
制
作　
棺
台
に
は
、
石
槨
床
面
に

設
置
痕
跡
が
あ
り
、
東
壁
に
盗
掘
時
の
接

触
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
た
。
残
片
は
出
土

し
て
い
な
い
が
、
長
さ
二
一
七
㎝
、
幅

六
六
㎝
、高
さ
一
七
㎝
の
扁
平
な
箱
形
で
、

木
棺
床
面
に
転
写
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
金

箔
が
付
着
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
表
面
は
金

箔
押
し
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
制
作

に
あ
た
り
、
大
阪
府
太
子
町
御
嶺
山
古
墳

の
石
製
棺
台
な
ど
を
参
考
に
、
四
面
に
格

狭
間
を
表
現
し
た
。

再
現
さ
れ
た
漆
塗
木
棺
は
、
ま
さ
に
飛

鳥
時
代
の
東
西
交
流
の
所
産
で
あ
り
、
木

工
・
漆
工
・
金
工
な
ど
当
時
の
最
先
端
技

術
が
駆
使
さ
れ
た
質
の
高
い
工
芸
品
と
い

え
る
。
こ
の
木
棺
を
、
令
和
五
年
一
二
月

九
日
～
令
和
六
年
一
月
一
四
日
に
か
け

て
、
特
別
公
開
「
再
現
！
高
松
塚
古
墳
の

漆
塗
木
棺
」
と
し
て
、
附
属
博
物
館
で
公

開
し
た
。

三
．
共
同
研
究
２
の
成
果

高
松
塚
古
墳
の
極
彩
色
壁
画
の
発
見
か

ら
五
〇
年
以
上
が
経
過
し
、
考
古
学
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
諸
分
野
の
研
究
は
日
々

進
歩
し
て
い
る
。
共
同
研
究
２
は
、
各
分

野
の
最
新
の
研
究
成
果
を
取
り
込
ん
だ
上

で
、
東
西
交
流
の
視
点
か
ら
壁
画
の
価
値

を
見
直
す
と
い
う
趣
旨
で
研
究
を
進
め
、

そ
の
成
果
を
発
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
試
み
は
、
お
そ
ら
く
初
め
て
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

メ
ン
バ
ー
は
、
外
部
研
究
者
と
し
て
影

山
悦
子
・
名
古
屋
大
学
准
教
授
、
増
記
隆

介
・
東
京
大
学
准
教
授
、
齊
藤
茂
雄
・
帝

京
大
学
文
化
財
研
究
所
講
師
に
お
願
い
し

た
。
研
究
所
か
ら
は
川
上
洋
一
・
副
所
長
、

中
村
健
太
郎
・
主
任
企
画
員
が
参
加
し
た
。

ま
た
、
森
安
孝
夫
・
大
阪
大
学
名
誉
教
授
、

吉
田
豊
・
京
都
大
学
名
誉
教
授
に
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
就
任
い
た
だ
き
、
多
岐
に
わ
た

る
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
。

活
動
と
し
て
は
、
令
和
四
年
一
一
月

一
〇
日
に
文
化
庁
の
ご
高
配
を
い
た
だ

き
、
高
松
塚
古
墳
壁
画
仮
設
修
理
施
設
に

お
い
て
、
修
理
作
業
が
終
了
し
た
壁
画
現

物
の
観
察
調
査
を
行
っ
た
。
ま
た
、
年
二

～
三
回
の
研
究
会
を
実
施
し
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
か
ら
の
助
言
を
も
と
に
各
自
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
た
。
ま
た
、
令

和
五
年
一
〇
月
に
中
国
・
西
安
及
び
敦
煌

を
訪
問
し
、
唐
代
の
壁
画
や
出
土
遺
物
を

現
地
調
査
し
た
。
そ
れ
ら
を
総
括
す
る
か

た
ち
で
、
令
和
六
年
三
月
二
〇
日
に
橿
考

研
で
講
演
会
を
開
催
し
、
メ
ン
バ
ー
が
各

自
の
研
究
成
果
を
発
表
し
た
。

◯
齊
藤
茂
雄
『
高
松
塚
古
墳
の
時
代
の

ユ
ー
ラ
シ
ア
東
部
』

高
松
塚
の
時
代
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
部
の

歴
史
状
況
を
大
掴
み
に
解
説
し
た
。「
ユ
ー
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ラ
シ
ア
東
部
」
と
は
、
近
年
よ
く
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
用
語
で
あ
る
。「
東
ア

ジ
ア
」よ
り
も
カ
バ
ー
す
る
範
囲
は
広
く
、

「
中
国
と
そ
の
近
隣
世
界
」
で
は
あ
る
が
、

中
国
と
相
互
に
影
響
関
係
を
も
つ
諸
民
族

が
活
躍
す
る
歴
史
の
舞
台
を
設
定
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
を
も
と
に
、
近

年
、
中
国
史
や
周
辺
の
諸
民
族
の
歴
史
が

次
々
と
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。

◯
中
村
健
太
郎
『
高
松
塚
古
墳
壁
画
の
男

子
群
像
の
杖
状
の
持
物
に
つ
い
て
―

ポ
ロ
を
め
ぐ
る
東
西
交
流
の
視
点
か

ら
―
』

西
壁
の
男
子
群
像
の
人
物
が
持
つ
杖
状

の
持
物
を
、
ポ
ロ
の
マ
レ
ッ
ト
と
す
る
見

解
を
明
ら
か
に
し
た
。
高
松
塚
壁
画
を
日

本
と
い
う
狭
い
枠
に
閉
じ
込
め
る
の
で
は

な
く
、
広
く
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
部
の
視
点
か

ら
眺
め
る
こ
と
で
、
ポ
ロ
が
中
央
ア
ジ
ア

か
ら
唐
へ
、
そ
し
て
日
本
に
伝
わ
り
、
飛

鳥
時
代
の
高
松
塚
壁
画
に
描
か
れ
た
こ
と

を
、
実
証
的
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。

◯
川
上
洋
一
『
高
松
塚
古
墳
壁
画
の
蓋
に

つ
い
て
』

東
壁
の
男
子
群
像
の
人
物
が
持
つ
蓋
に

注
目
し
た
。
中
国
の
壁
画
と
比
較
検
討

し
、
蓋
が
高
松
塚
よ
り
も
古
い
南
北
朝
時

代
の
壁
画
に
描
か
れ
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る

こ
と
を
示
し
た
。
つ
ま
り
、
高
松
塚
と
同

時
代
の
唐
で
流
行
し
た
モ
チ
ー
フ
だ
け
で

な
く
、
よ
り
古
い
モ
チ
ー
フ
が
、
同
じ
壁

画
の
中
で
混
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

◯
増
記
隆
介
『
高
松
塚
古
墳
壁
画
の
あ
る

日
本
絵
画
史
―
五
十
年
の
研
究
史
を

ふ
り
か
え
っ
て
―
』

高
松
塚
古
墳
壁
画
が
「
な
い
」
時
代

と
、「
あ
る
」
時
代
の
二
つ
の
側
面
か
ら
、

日
本
絵
画
史
を
概
観
し
た
。
そ
の
上
で
、

高
松
塚
壁
画
の
価
値
が
い
ま
に
至
る
も
な

お
、
十
分
に
検
証
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に

警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。
自
身
の
経
験
も
踏
ま

え
た
そ
の
提
言
は
、
我
々
も
含
め
、
高
松

塚
壁
画
の
研
究
に
関
わ
る
者
す
べ
て
が
重

く
受
け
止
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

◯
影
山
悦
子
『
高
松
塚
古
墳
壁
画
の
蓋
の

連
珠
文
錦
に
つ
い
て
』

蓋
の
連
珠
文
錦
を
め
ぐ
る
東
西
交
流
を

テ
ー
マ
に
、広
く
ソ
グ
ド
や
中
国
の
壁
画
、

出
土
遺
物
の
事
例
を
豊
富
に
示
し
つ
つ
議

論
を
展
開
し
た
。
高
松
塚
壁
画
の
連
珠
文

と
い
え
ば
、
ペ
ル
シ
ア
に
由
来
す
る
文
様

で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
我
々

は
、
連
珠
文
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
理

解
を
、
よ
り
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
．
お
わ
り
に

今
回
の
共
同
研
究
を
機
に
、
今
ま
で
よ

り
も
広
い
視
野
か
ら
、
高
松
塚
古
墳
の
研

究
が
さ
ら
に
進
み
、
そ
の
価
値
が
広
く
再

ア
ト
リ
ウ
ム
展
示
案
内

研
究
所
一
階
ア
ト
リ
ウ
ム
で
パ
ネ
ル
を

中
心
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
『
橿

考
研
の
保
存
科
学
三
〇
年
』
を
九
月
二
七

日
（
金
）
ま
で
開
催
中
で
す
。
詳
細
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

本
展
覧
会
で
は
、
古
墳
時
代
の
甲
冑
に

つ
い
て
、
奈
良
県
の
出
土
品
と
と
も
に
、

各
地
の
良
好
な
出
土
例
を
多
数
展
示
し
、

そ
の
変
遷
を
通
観
し
、
製
作
技
術
、
生
産
、

王
権
か
ら
各
地
有
力
者
へ
の
配
布
・
授
受

と
い
っ
た
問
題
に
迫
り
ま
す
。

【
研
究
講
座
】
各
回
一
三
時
～
橿
考
研
講
堂

一
〇
月
二
〇
日
、
一
一
月
一
〇
日
、

一
一
月
二
四
日

【
列
品
解
説
】
各
回
一
〇
時
三
〇
分
～

一
〇
月
一
九
日
、
一
一
月
二
日
、

一
一
月
一
六
日

【
関
連
講
演
会
】

一
〇
月
一
三
日
（
日
）
一
三
時
～

　

大
阪
市
住
吉
区
区
民
セ
ン
タ
ー

認
識
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

最
後
に
な
っ
た
が
、
本
事
業
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
関
係
各
位
に
心
よ
り
感
謝
を

申
し
上
げ
る
。

附
属
博
物
館
展
示
案
内

秋
季
特
別
展

「
甲 

冑 

―
古
墳
時
代
の
武
威
と
技
術
―
」

会
期
：
令
和
六
年
一
〇
月
五
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

～
一
二
月
一
日
（
日
）

古
墳
時
代
に
は
、
ヤ
マ
ト
王
権
に
よ
っ

て
日
本
列
島
各
地
の
政
治
的
な
統
合
が
進

め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
倭
王
武
の
上
表
文

は
、
政
治
的
な
統
合
に
軍
事
が
重
要
な
役

割
を
果
た
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
な
か
、
鉄
製
の
武
器
・
甲
冑
は

飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
て
い
き
ま
す
。

複
雑
な
立
体
構
造
を
も
つ
甲
冑
は
、
と

り
わ
け
高
度
な
製
作
技
術
を
必
要
と
し
ま

す
。
大
量
の
鉄
素
材
と
、
鋲
留
技
法
な
ど

の
最
新
か
つ
高
度
な
技
術
を
も
つ
朝
鮮
半

島
か
ら
の
渡
来
工
人
の
掌
握
を
背
景
と
し

て
ヤ
マ
ト
王
権
の
下
、
一
元
的
に
生
産
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

甲
冑
は
戦
闘
の
道
具
で
あ
る
と
同
時
に
、

そ
れ
を
所
持
し
墓
に
副
葬
す
る
こ
と
で
被

葬
者
の
社
会
階
層
を
示
す
威
信
財
的
な
側

面
を
も
有
し
て
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

前
号
の
「
ひ
と
の
動
き
」
に
掲
載
し
た

米
川
仁
一
・
東
田
浩
の
人
事
異
動
は
役
職

定
年
制
度
の
導
入
お
よ
び
再
任
用
制
度
に

よ
る
も
の
で
す
。
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